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１ 参加の動機 

本校は、理科の授業研究を進めており、年間を通して、研究授業の指導助言をしていただく講師

の方から「松下幸之助記念財団・教員フェローシップ」についての情報を教えて頂いた。私自身「学

びは常に現場から」「現場から学ぶ」ということを大切に教員生活を過ごしてきたつもりである。

しかし、自然については、山に登る、海にもぐる、川で泳ぐなど｢観光｣的な体験しかしたことがな

かった。教員生活も残り少なくなってきた私にも「ボランティアとして何かさせて頂けることはあ

るのかもしれない。」と不安はあったものの、校長自らが現場に出向き学ぶ姿から児童のみならず、

教職員にも何かしらの｢学び｣のメッセージを届けることができるのではないかと応募させて頂い

た。 

 

２ 調査での気付き 

（１） 事前学習から 

事前に「国際サンゴ礁保全プロジェクト」「生態工学ハンドブック」等の資料が届けられ

た。ボランティアの役割とは何かに始まり、｢褐虫藻やシアノバクテリア」｢サンゴ礁の役割｣

などが記載されてあり、何より「サンゴと褐虫藻との共生」「多様な生物群集の場」「バク

テリアとの関係性の着目した研究成果」など大変興味深い内容であった。 

（２） 現地での調査から 

私が、現地で行った調査活動は、「11時・11時30分・12時・12時30分に約2ｋｍ間の決め

られた16地点で海水の採取と水深の計測記録」「16地点で同時に採水した海水のろ過等の処

理」であった。研究を進めるとはこのような地道な調査活動の連続であるということを体験

させて頂いた。また調査開始前に研究者の方々からサンゴについての説明を受けたことによ

って「サンゴ礁のミクロ生態系」を意識し、調査をすることができた。何より瀬底島の海の

美しさに大変驚き、透明な海水に映る青い空の色、そこに生きるサンゴと魚たち。今、目前

に広がる美しい海しか、見えていなければ、私の環境保全への危機は感じなかっただろう。

いかに自身が、日々、目に見えるものに起因して、思考し、行動を起こしているかを再認識

した。目に見えないミクロの世界を認識することができたことは、有意義であった。さらに、

サンゴ礁を自然の治癒力で再生しようと考えているプロジェクトの理念は、教育に通じると

ころが大である。 

     

３ 調査内容で得た知識を応用した授業実施の概要  

  パワーポイントで「サンゴ礁保全プロジェクト」の紹介をした。児童朝会で全児童に簡単に紹

介し、５年生、６年生（各２クラスずつ計４クラス）に対しては、「サンゴとは？」「調査の概

要」「調査の実際」等を調査時に撮影した写真、国際サンゴ礁保全プロジェクト資料を使って、

1時間ずつの授業を行った。 



４ 授業実施時の子どもたちの反応や感想 

 

５年生、６年生に１時間ずつ「サンゴ礁保全プロジェクトとは？」と題して授業を実施した。ま

ず、「サンゴは、動物か？植物か？」の問いに、ほとんどの児童が「植物！」と答えた。「白化」

の画像を見せたときは、「きれい」という反応から「これが白化？」「サンゴが死んでるってこと！」

と驚きの声があがった。「あ！校長先生や！」と言いながら、興味深く話を聞いていた。白化につ

いて、知識や情報を持っている児童もいたのには、驚いた。 

児童の感想 

・はじめてサンゴが動物だと分かりました。 

・サンゴ礁の白化現象がおきていることを知りました。サンゴは、動物で口などがあることを知ら

なかったので、驚きました。海にもぐって採水したりしてみたいと感じたし、きれいな海があって

多様な動物がすんでいる沖縄の海がすごいなあと思いました。ぼくも、大きくなったら、そういっ

たボランティアに参加したいです。 

・ぼくは、サンゴは植物だと思っていたので、動物と聞いて驚きました。沖縄の砂浜に、別の砂浜

から取ってきた砂を入れると、見た目はきれいでも沖縄の海の生態系が壊されると聞いて驚きまし

た。見える所だけでなく、見えない所も大切にしようと思いました。 

・沖縄のサンゴを研究している所にぼくもボランティアとして参加したいと思いました。なぜかと

いうと、サンゴの生態を調べたりして、どうサンゴ礁を残していったらいいのかを学びたいからで

す。 

・サンゴが白くなって死んじゃうのが悲しいなと思ったし、その原因を見つけるために、いろいろ

な作業をするんだなあと思った。あんなにきれいなサンゴが白化して海がさびしくならないかなあ

と思う。 

・サンゴが白くなるのは知っていたけど、世界でそんなにひどくなっているとは知らなかった。目

に見えるものだけじゃあだめだと言うことに納得しました。20ｃｍ掘るだけで、2000年前のサンゴ

が出てくるかもしれないというお話には、びっくりしました。 

・私は、サンゴは白いものだと思っていました。でも、サンゴが白いのは白化しているからだと聞

いてびっくりしました。 
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サンゴの白化

 

  

一方向ではなく、多方向から

生物多様性とは、生き物たちが協力したり、深
い関係を保つことにより「生きる場」を共有してい
ることが生物多様性の本質

生きてる場を

多様性ネットワークの科学を

生物多様性とは

見える世界だけでなく、見えない世界を！
 



・サンゴは、この世界の中で白化してしまって死んでいく。この世界は、人間だけでは、生きては

いけない。生物全て、一人では生きていけない。つまり人と生物全てが協力していかないといけ

ない。よりよい未来のために、この世界の全ての生物は人間も同じ。みんな生物一つ一つのため

に協力してがんばる。そして、みんな同じ大切な生物だからみんなで守っていくのだ。 

・朝会の時は、１年生にも分かるような内容でしたが、この１時間は、くわしい内容で、勉強にな

りました。サンゴについては、あまり知らなかったし、海のことも知らなかったので、どのような

ことが起こり、どんなことをしてはいけないのかが分かりました。見た目がよければいいのではな

く、時間をかけてできたものをなくすのではなく、大切にしなければいけないなと思いました。 

・ぼくは、シュノーケリングなどすごく海が好きです。ぼくも海にもぐって生き物を調査したり、

サンゴや自然、海などを守る活動をしたいです。リーフカレントという危ない所も知れてよかった

です。 

・和歌山の水族館のまわりには、サンゴはたくさんいます。いつも海水の水温を計っているらしい

です。たまに「サンゴが大量死」というニュースを見た時、驚きをかくせなかったけど、今日の勉

強でよく分かりました。ぼくは、初めて知ったことがあります。それは、サンゴは、勝手に生えて

くると思っていたけど、卵を産んでいたと知ってとっても良かったです。 

 

５ 授業を実施してみて 

                                  

 

 児童朝会では、海の自然のすばらしさと、環境保全の大切さを１年生にも感じてほしいという思

いを込めて話をした。サンゴだけでなく、海の中の魚、ヒトデ等の写真に、「きれいなあ」「青い

ヒトデがいるんやなあ」等と海に対する興味を持った感想が多く聞くことができた。 

 ５年生６年生の授業では、これまでも環境の大切さも学び、理解できる児童たちなので、人とし

て環境保全に留意した行動をとれるよう、願いを込めて授業を行った。感想は上記の通りである。

授業の最後に静岡大学の鈴木款教授の「見える世界だけでなく、見えない世界を！」「知的感性を！」

について話をしたのだが、多くの子供たちは、その言葉が心に残ったようであった。子供たちの世

界が少し広がった瞬間でもあったように思う。子供たちが環境保全について考え、行動を起こして

いくためには、モラルや感性に訴えるだけではなく、自然環境の現状の情報を手渡していくことも

大切なことだと考えている。このような学びの機会を与えてくださった全ての皆さんに心から感謝

申し上げます。 
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